
■
平
成
21
年
度

「
地
方
の
元
気
再
生
事
業
」（
内
閣
官
房
・

内
閣
府
）
に
地
域
創
生
セ
ン
タ
ー
提
案
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
採
択

　
内
閣
官
房
・
内
閣
府
が
公
募
し
た
平

成
21
年
度
「
地
方
の
元
気
再
生
事
業
」

に
お
い
て
、地
域
創
生
セ
ン
タ
ー
提
案

の
「
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
徹
底
活
用
１
０

０
０
人
塾
ー
地
域
賑
わ
い
づ
く
り
人
材

養
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ー
」
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

　
本
事
業
は
、地
方
の
元
気
再
生
事
業

は
各
地
の
自
治
体
や
団
体
な
ど
に
よ
る

先
導
的
で
持
続
可
能
性
の
高
い
地
域
活

性
化
/
再
生
活
動
に
対
し
て
ソ
フ
ト
分

野
を
中
心
に
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
平
成
20
年
度
に
創
設
さ
れ
た
も
の

で
、全
国
６
９
６
件
の
提
案
か
ら
１
９

１
件
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、徳
島
大
学

が
有
す
る
シ
ー
ズ
・
ノ
ウ
ハ
ウ
、産
学
官

連
携
力
を
基
盤
に
、地
域
情
報
化
の
支

援
、県
民
全
体
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
力
の

向
上
の
観
点
か
ら
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
型
ま

ち
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
養
成
を
図
り
、ｅ

と
く
し
ま
の
推
進
と
そ
れ
に
よ
る
徳
島

の
賑
わ
い
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。

■「
徳
島 

健
康
・
医
療
ク
ラ
ス
タ
ー
が

文
部
科
学
省

「
平
成
21
年
度 

知
的
ク
ラ
ス
タ
ー

創
成
事
業
（
グ
ロ
ー
バ
ル
拠
点
育
成
型
）」

に
採
択

　
文
部
科
学
省
が
本
年
度
に
募
集
し
た

「
知
的
ク
ラ
ス
タ
ー
創
成
事
業
（
グ
ロ
ー

バ
ル
拠
点
育
成
型
）」
に
徳
島
大
学
、徳

島
文
理
大
学
、徳
島
県
立
工
業
技
術
セ

ン
タ
ー
を
中
心
と
し
て
共
同
で
提
案
し

て
い
た
「
徳
島 

健
康
・
医
療
ク
ラ
ス

タ
ー
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
事
業
は
、地
域
産
業
の
競
争
力
強
化

や
新
産
業
創
出
等
を
目
指
し
て
産
学
官

連
携
活
動
等
が
行
わ
れ
て
き
た
地
域
に

お
い
て
、地
域
の
自
立
化
を
促
進
し
つ

つ
、国
際
的
に
強
み
・
特
徴
の
あ
る
研
究

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
や
技
術
的
に
コ
ア
と
な

る
シ
ー
ズ
を
活
か
し
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
展

開
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、国
際
競
争
力
を

持
っ
た
地
域
ク
ラ
ス
タ
ー
の
育
成
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

２
０
０
９
を
開
催

　
高
校
生
を
対
象
と
し
た
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
を
、８
月
４
日
（
火
）﹇
薬
学

部
、工
学
部
﹈、５
日
（
水
）﹇
歯
学
部
﹈、６

日
（
木
）﹇
医
学
部
栄
養
学
科
・
保
健
学

科
﹈、７
日
（
金
）﹇
医
学
部
医
学
科
﹈、８

日
（
土
）﹇
総
合
科
学
部
﹈
の
日
程
で
開

催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
各
学
部
と
も

概
ね
前
年
度
を
上
回
り
、全
体
で
は
、県

内
外
の
高
校
生
、保
護
者
、高
校
教
員
等

を
合
わ
せ
て
、前
年
度
よ
り
３
８
９
人

多
い
３,
４
０
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

　
各
学
部
で
は
、学
部
・
学
科
紹
介
、入

学
試
験
案
内
、施
設
見
学
を
は
じ
め
と

し
て
、授
業
・
実
習
の
体
験
、研
究
内
容

紹
介
な
ど
、多
彩
な
内
容
を
準
備
し
、本

学
の
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

■
第
13
回

科
学
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ｉ
ｎ
徳
島

　
工
学
部
で
は
、子
ど
も
達
が
実
際
に

科
学
実
験
等
に
参
加
す
る
こ
と
を
通
じ

て
、科
学
の
楽
し
さ
や
不
思
議
さ
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、毎
年
恒
例
と

な
っ
て
い
る
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
「
科
学

体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

ｉ
ｎ
徳
島
」
を

８
月
８
日
（
土
）、９
日
（
日
）
の
両
日
、

同
学
部
構
内
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
13
回
目
と
な
る
今
回
も
「
さ
わ
っ
て
、

つ
く
っ
て
、楽
し
い
科
学
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、同
学
部
の
各
研
究
室
を
は
じ
め
、

県
内
の
小
・
中
・
高
等
学
校
の
教
員
や

県
内
外
の
企
業
等
か
ら
出
展
さ
れ
た

5
0
の
ブ
ー
ス
と
と
も
に
、小
・
中
学

生
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
展
も
開

催
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
特
別
企
画
は
、技
術
職
員
が

中
心
と
な
っ
て
企
画
を
更
に
練
り
上
げ

た
「
ミ
ス
テ
リ
ー
ワ
ー
ル
ド
」
の
新
企

画
版
。
金
属
棒
を
コ
ー
ス
の
銅
管
に
触

れ
な
い
よ
う
に
ゴ
ー
ル
ま
で
進
む
「
イ

ラ
イ
ラ
棒
」
や
、直
接
手
を
触
れ
な
く
て

も
演
奏
す
る
こ
と
の
で
き
る
電
子
楽
器

「
デ
ジ
ミ
ン
」
等
に
子
ど
も
達
は
、歓
声

を
上
げ
な
が
ら
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、屋
外
ブ
ー
ス
は
、好
天
に
恵
ま

れ
た
初
日
に
は
、電
気
自
動
車
（
ｉ
-

Ｍ
ｉ
Ｅ
Ｖ 

ｅ
ｔ
ｃ.
）、電
動
ア
シ
ス
ト

自
転
車
の
展
示
・
試
乗
、四
国
旅
客
鉄
道

㈱
の
ミ
ニ
新
幹
線
、㈱
タ
ダ
ノ
の
腕
が

２
本
あ
る
四
足
歩
行
ク
レ
ー
ン
ロ
ボ
ッ

ト
「
Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
」
の
実
演
等

の
体
感
ブ
ー
ス
が
人
気
を
集
め
ま
し

た
。
屋
内
ブ
ー
ス
で
は
、野
菜
や
果
物
の

酵
素
パ
ワ
ー
で
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
を
飛
ば

す
実
験
、入
浴
剤
の
調
合
・
作
成
、風
力

発
電
機
の
製
作
等
が
行
わ
れ
、子
ど
も

達
は
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
必
死
で
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

■
徳
島
大
学

「
サ
マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
０
９
」
を

開
催

 

　
徳
島
大
学
で
は
、海
外
の
協
定
校
な

ど
か
ら
学
生
や
教
員
が
参
加
す
る
英
語

に
よ
る
「
サ
マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
０

９
」
と
し
て
、ソ
シ
オ
テ
ク
ノ
サ
イ
エ
ン

ス
コ
ー
ス
を
８
月
３
日
か
ら
７
日
ま
で

常
三
島
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、そ
し
て
、ヘ
ル

ス
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス
を
、８

月
17
日
か
ら
22
日
ま
で
、蔵
本
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
年
で
３
年
目
と
な
る
ダ
ブ
ル
デ
ィ

グ
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ソ
シ
オ
テ
ク
ノ

サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス
で
は
、中
国
、韓

国
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
海
外
交
流

協
定
校
か
ら
の
留
学
生
を
含
む
６
４
名

の
大
学
院
生
が
、ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

工
学
、応
用
電
気
回
路
工
学
、環
境
制
御

工
学
、知
能
情
報
工
学
の
４
つ
の
コ
ー

ス
を
受
講
し
、最
先
端
の
知
識
や
技
術

を
、ま
た
、昨
年
に
引
き
続
き
開
講
し
た

ヘ
ル
ス
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス
で

は
、韓
国
、マ
レ
ー
シ
ア
、イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
交
流
協
定
校
等
か
ら
の
大
学
院
生

13
名
と
学
内
か
ら
13
名
が
参
加
し
、統

合
医
療
学
際
教
育
英
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

受
講
し
、健
康
生
命
科
学
諸
領
域
を
包

含
す
る
最
先
端
の
研
究
手
法
と
最
新
の

研
究
成
果
を
学
び
ま
し
た
。
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■地域交流シンポジウム
10月12日（月）
創成学習スタジオ（徳島大学工学部共通講義棟6階）
問い合わせ先：徳島大学総務部企画・評価課　
社会貢献係
E-mail  khkoukenc@jim.tokushima-u.ac.jp

■第21回徳島県BCP研究部会
10月13日（火）15：00～ 17：30
徳島大学工業会館（徳島市南常三島町2丁目1）
問い合わせ先：徳島大学環境防災研究センター
088－656－8965

■徳島ビジネスチャレンジメッセ
平成21年10月15日（木）～ 17日（土）
アスティ徳島
問い合わせ先：徳島大学産学連携研究企画部
088－656－7592
E-mail　center@ccr.tokushima-u.ac.jp

■平成21年度徳島大学職員文化祭
10月16日（金）～ 11月4日（水）
徳島大学ガレリア新蔵
問い合わせ先：徳島大学総務部企画・評価課課長補佐
E-mail　khhosa@jim.tokushima-u.ac.jp

■薬用薬草園　一般開放
10月19日（月）～ 23日（金）の5日間 9:00～ 17:00
薬学部薬用植物園（徳島市国府町日開536番地の3）
問い合わせ先：徳島大学薬学部薬用植物園
088－642－1444

■高齢社会を担う地域育成型歯学教育　
教育GPシンポジウム
　「未来に羽ばたく歯科医療従事者養成のために」
10月23日（金）　15：50～ 19：00
長井記念ホール（蔵本キャンパス）
問い合わせ先：徳島大学
医学・歯学・薬学部等事務部学務課　第二教務係
088－633－7941
E-mail　
isygakumu2k@jim.tokushima-u.ac.jp

■第4回イノベーションクラブ講演会
平成21年10月23日（金）18：00～ 19：30
産学連携ホール（徳島大学 産学官連携プラザ3階）
問い合わせ先：徳島大学産学連携研究企画部
088－656－7592
E-mail　center@ccr.tokushima-u.ac.jp

■徳島県｢ものづくり新技術展示商談会｣ in 
SANYO
平成21年11月10日（火）10：00～ 17：00
三洋電機 (株 )モバイルエナジーカンパニー徳島工場
［板野郡松茂町：松茂工業団地内］　
問い合わせ先：徳島大学産学連携研究企画部
088－656－7592
E-mail　center@ccr.tokushima-u.ac.jp

■徳島大学大学祭
10月31日 (土 )～ 11月2日 (月 )
徳島大学常三島キャンパス，蔵本キャンパス
問い合わせ先：徳島大学学務部学務課　学生支援係
088－656－7287
E-mail　gkshienk@jim.tokushima-u.ac.jp

■地方の元気再生事業　Webフェスタ
11月3日（火）
しんまち商店街アーケード
問い合わせ先：徳島大学総務部企画・評価課　
社会貢献係
E-mail　khkoukenc@jim.tokushima-u.ac.jp

■HBS市民公開講座「脳と認知症」
11月14日（土）14：00～ 16：00
保健学科C棟 C－11講義室
問い合わせ先：徳島大学医学部保健学科
088－633－9030

■つるぎ町タウンミーティング
11月14日（土）
つるぎ町就業改善センター
問い合わせ先：徳島大学総務部企画・評価課　
社会貢献係
E-mail　khkoukenc@jim.tokushima-u.ac.jp

■第22回徳島県BCP研究部会
11月17日（火）15：00～ 17：00
徳島大学工業会館（徳島市南常三島町2丁目1）
問い合わせ先：徳島大学環境防災研究センター
088－656－8965

■第6回HBS公開シンポジウム
「糖尿病への挑戦-From Bench to Clinic」
11月19日（木）　14：00～ 17：30
長井記念ホール（蔵本キャンパス）
問い合わせ先：徳島大学医学・歯学・薬学部等事務部
総務課　第二総務係
088－633－7304
Email　isysoumu2k@jim.tokushima-u.ac.jp

■第29回徳島大学薬学部卒後教育公開講座
12月5日（土）14：00～ 17：00
長井記念ホール、
薬学部スタジオプラザ（蔵本キャンパス）
問い合わせ先：徳島大学医学・歯学・薬学部等事務部
総務課　第三総務係
 088－633－7245
E-mail　isysoumu3k@jim.tokushima-u.ac.jp

■第2回徳島県建設BCP研究会
12月8日（火）15：00～ 17：00
徳島県建設センター（徳島市富田浜2丁目10）
問い合わせ先：徳島大学環境防災研究センター
088－656－8965

■第55回中・四国国立大学連合演奏会・美術展覧会
（音楽）12月12日（土）～ 13日（日）
アルファあなぶきホール（旧香川県県民ホール）
（美術）12月11日（金）～ 13日（日）
玉藻公園内会場
問い合わせ先：徳島大学学務部学務課　学生支援係
088－656－7287
E-mail　gkshienk@jim.tokushima-u.ac.jp

■第23回徳島県BCP研究部会
12月15日（火）15：00～ 17：30
徳島大学工業会館（徳島市南常三島町2丁目1）
問い合わせ先：徳島大学環境防災研究センター
088－656－8965

■市民フォーラム
「脱メタボと糖尿病克服をともに考える」 
10月10日 (土 )　14：00～ 16：00
長井記念ホール （蔵本キャンパス）
問い合わせ先：徳島大学総務部秘書課
088－656－7006
E-mail　hisyohosa@jim.tokushima-u.ac.jp

■市民フォーラム「徳島から開くLED未来社会」 
10月10日 (土 )　13：00～ 17：00
創成学習スタジオ（徳島大学工学部共通講義棟6階）
問い合わせ先：徳島大学総務部秘書課
088－656－7006
E-mail　hisyohosa@jim.tokushima-u.ac.jp

■徳島大学における倫理委員会設置および
体外受精開始25周年記念講演会 
10月10日 (土 )　
徳島大学病院日亜メディカルホール（西病棟11階）
問い合わせ先：徳島大学病院臨床試験管理センター
088－633－9294

■徳島大学病院フォーラム2009秋市民公開講座
～健やかな未来のために高血圧を知る～
10月17日（土）13：00～ 15：00
ホテルクレメント徳島　4階
【入場無料　ただし整理券が必要　
希望者多数の場合は抽選にて決定】
問い合わせ先：徳島新聞社　企画事業部
TEL：088－655－7331  FAX：088－626－1885
E-mail：tokushin-event@topics.or.jp

■徳島大学創立60周年記念式典・祝賀会
11月2日（月）
ホテルクレメント徳島
問い合わせ先：徳島大学総務部秘書課
088－656－7006
E-mail　hisyohosa@jim.tokushima-u.ac.jp

■「阿波と淡路の御城下絵図」展
11月4日（水）～ 12月6日（日）
附属図書館本館3階資料展示室（常三島キャンパス）
問い合わせ先：徳島大学情報部学術情報サービス課　
利用支援係
088－656－9696
E-Mail　m-sien@lib.tokushima-u.ac.jp

■学術講演会「徳島城下町と洲本城下町」
11月6日（金）13：00～
附属図書館本館3階多目的ホール（常三島キャンパス）
問い合わせ先：徳島大学情報部学術情報サービス課　
利用支援係
088－656－9696
E-Mail　m-sien@lib.tokushima-u.ac.jp

■記念講演会「賀川豊彦について」林啓介氏
11月25日（水）　16：30～ 18：00
徳島大学全学共通教育棟（常三島キャンパス）
問い合わせ先：徳島大学総務部秘書課
088－656－7006
E-mail　hisyohosa@jim.tokushima-u.ac.jp

■記念音楽会
「クラリネット奏者石川幸司氏らによる木管五重奏」
11月29日（日）　14：00開演
長井記念ホール（蔵本キャンパス）
問い合わせ先：徳島大学総務部秘書課088－656－
7006
E-mail　hisyohosa@jim.tokushima-u.ac.jp
  
■城戸久枝氏 特別記念講演会
講師　作家　城戸久枝氏
12月5日（土）　14：00～ 16：00
郷土文化会館
問い合わせ先：徳島大学総務部秘書課
088－656－7006
E-mail　hisyohosa@jim.tokushima-u.ac.jp

 徳大行事予定
 2009/10/1～2009/12 / 31

 徳島大学創立60周年記念関連事業予定
 2009/10/1～2009/12 / 31

 徳島大学創立60周年記念関連事業予定
 2009/10/1～2009/12 / 31

 徳大ニュース
 2009/6 /1～
 2009/9 /30
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